






















































を発表している。経営学の立場から執筆された前著［Fombrun and van Riel,２００４］に続いて，２００７












































































































































































































































































































ン・リール等［van Riel and Fombrun,２００７, p.２０］によって描かれた図解を参考に，著者なりに要
約すれば，図４のように４つの視点を描くことができよう。
広告会社（press agentry）によるプロパガンダ（悪い意味を含む宣伝）を含む情報は，スポーツ，
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